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●
初
め
に

本
稿
の
目
的
は
、
言
語
状
況
を
通
じ

て
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
社
会
文
化
的

構
成
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

本
稿
に
入
る
前
に
、
簡
単
に
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
は
、
ど
の
よ
う
な
国
か
を
紹
介

し
て
お
こ
う
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
面

積
は
日
本
の
面
積
の
半
分
以
下
の
四
万

七
五
七
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
一

億
六
〇
〇
〇
万
人
の
人
口
を
抱
え
る
国

で
あ
る
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
南
ア
ジ

ア
の
最
も
東
端
に
位
置
し
、
東
南
ア
ジ

ア
に
隣
接
す
る
国
で
あ
る
。
イ
ン
ド
と

イ
ス
ラ
ー
ム
両
方
の
文
化
の
影
響
を
受

け
つ
ぎ
、
イ
ン
ド
文
化
と
イ
ス
ラ
ー
ム

文
化
を
混
合
し
た
社
会
文
化
的
特
性
を

持
っ
て
い
る
。
本
稿
で
考
察
す
る
の
は
、

現
代
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
言
語
状
況
だ

が
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
も
と
も
と
南

ア
ジ
ア
（
イ
ン
ド
）
の
一
角
で
あ
り
、

現
在
の
言
語
文
化
的
な
状
況
は
、
数
百

年
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
言
語
接
触
の

過
程
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
従
っ
て
本
論
に
入
る
前
に
、
先
ず

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
が
独
立
し
た
国
家
と

し
て
誕
生
す
る
ま
で
の
、
こ
の
地
域
の

言
語
状
況
と
そ
の
経
過
と
時
代
を
追
っ

て
記
す
。

●
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
言
語
状
況

の
歴
史
的
変
遷

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
、
一
九
七
一
年

に
独
立
以
来
、
唯
一
の
公
用
語
で
あ
り

公
共
語
で
あ
る
ベ
ン
ガ
ル
語
（
ま
た
は

バ
ン
グ
ラ
語
）
を
持
つ
国
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
が
、
今
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
地
域
は
、
何
世
紀

に
も
わ
た
っ
て
、
多
言
語
地
域
と
し
て

存
在
し
て
い
た
。
歴
史
の
初
期
に
、
こ

の
国
に
は
、
様
々
な
言
語
話
者
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
、
即
ち
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ア
ジ

ア
（
ム
ン
ダ
）
系
、
チ
ベ
ッ
ト
・
ビ
ル

マ
系
、
ド
ラ
ビ
ダ
系
の
言
語
話
者
が
各

地
域
に
分
布
し
て
い
た
。
こ
の
地
域
に

長
い
間
続
い
て
い
た
多
言
語
状
況
は
、

次
の
時
代
に
二
段
階
の
外
来
民
族
の
移

住
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
っ
た
。
最
初

は
、
紀
元
頃
ま
で
に
ア
ー
リ
ア
言
語
話

者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
移
住
が
あ
っ
た
。

第
二
段
と
し
て
は
、
一
〇
世
紀
の
初
頭

か
ら
英
領
イ
ン
ド
期
ま
で
に
、
中
央
ア

ジ
ア
諸
国
か
ら
様
々
な
民
族
即
ち
ア
フ

ガ
ン
、
ア
ラ
ビ
ア
、
ペ
ル
シ
ャ
、
ト
ル

コ
系
民
族
の
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
が
移
住

し
て
き
た
（
参
考
文
献
⑧
⑨
）。

ア
ー
リ
ア
人
が
話
す
言
語
は
、
イ
ン

ド
・
ア
ー
リ
ア
系
言
語
（
通
称
サ
ン
ス

ク
リ
ッ
ト
語
の
一
種
）
だ
っ
た
が
、
そ

の
方
言
の
一
種
で
あ
る
プ
ラ
ー
ク
リ
ッ

ト
語
（
自
然
に
形
成
さ
れ
た
言
語
の
意

味
）
が
、
先
住
民
族
の
各
言
語
と
接
触

を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
移
住
し
て
き

た
イ
ン
ド
・
ア
ー
リ
ア
系
民
族
言
語
が

支
配
的
と
な
り
、
先
住
民
族
の
言
語
と

接
触
が
行
わ
れ
た
結
果
、
そ
の
プ
ラ
ー

ク
リ
ッ
ト
語
が
編
成
さ
れ
、
先
ず
ア
パ

ブ
ラ
ン
シ
ャ
語
（
崩
れ
た
・
下
品
な
言

語
）
が
形
成
さ
れ
た
。
そ
れ
は
さ
ら
に

変
遷
し
て
イ
ン
ド
諸
語
の
一
種
と
し
て

ベ
ン
ガ
ル
語
が
生
ま
れ
た
。
こ
の
変
遷

の
過
程
の
な
か
で
先
住
民
族
の
言
語
の

ほ
と
ん
ど
は
姿
を
消
し
た
（
参
考
文
献

⑪
）。
ベ
ン
ガ
ル
語
の
変
遷
は
、
さ
ら

に
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
に
よ
る
征
服
の
時

代
か
ら
英
領
イ
ン
ド
時
代
ま
で
続
い
た
。

イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
に
よ
る
征
服
と
と
も

に
、
幾
重
に
も
わ
た
っ
て
、
中
央
ア
ジ

ア
各
地
か
ら
様
々
な
言
語
話
者
が
こ
の

地
域
に
移
住
し
て
き
た
。
中
世
に
お
い

て
は
、
そ
れ
ま
で
南
ア
ジ
ア
亜
大
陸
の

宗
教
的
且
つ
学
問
的
な
言
語
で
あ
っ
た

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
代
わ
り
に
、
ペ

ル
シ
ア
語
が
公
用
語
と
し
て
導
入
さ
れ

た
。
長
い
間
こ
の
よ
う
な
社
会
言
語
的

な
変
革
の
な
か
で
言
語
接
触
が
頻
繁
に

行
わ
れ
た
結
果
、
原
始
ベ
ン
ガ
ル
語
が

形
成
さ
れ
た
。
現
代
ベ
ン
ガ
ル
語
の
変

遷
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
↓
方
言
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
語
↓
プ
ラ
ー
ク
リ
ッ
ト
語
↓
ア

パ
ブ
ラ
ン
シ
ャ
語
↓
原
始
ベ
ン
ガ
ル
語

↓
現
代
ベ
ン
ガ
ル
語

イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
に
よ
る
支
配
期
に

は
、
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
ア
ラ
ビ
ア
語
、

ア
フ
ガ
ン
語
、
ペ
ル
シ
ャ
語
や
ト
ル
コ

語
の
よ
う
な
様
々
な
言
語
話
者
と
と
も

に
、
南
ア
ジ
ア
他
の
地
域
か
ら
も
様
々

な
言
語
即
ち
オ
リ
ヤ
ー
語
、
ボ
ジ
ュ
プ

リ
ー
語
、
マ
ル
ワ
リ
ー
語
、
カ
シ
ミ
ー

ル
語
の
話
者
が
移
住
し
て
き
た
。
そ
の

結
果
と
し
て
、
ベ
ン
ガ
ル
語
の
変
遷
課

程
の
各
段
階
に
地
域
毎
に
様
々
な
多
言

語
状
況
が
生
ま
れ
た
。
英
領
イ
ン
ド
期

に
も
、
そ
の
移
住
の
流
れ
は
止
ま
ら
ず
、

南
ア
ジ
ア
の
各
地
域
か
ら
オ
リ
ヤ
ー
語
、

ボ
ジ
ュ
プ
リ
ー
語
、
マ
ル
ワ
リ
ー
語
、

カ
シ
ミ
ー
ル
語
、
ネ
パ
ー
ル
語
、
テ
ル

グ
語
な
ど
の
話
者
が
移
住
し
て
き
た
。

そ
し
て
多
言
語
状
況
が
さ
ら
に
拡
大
し
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た
。
当
時
の
英
領
イ
ン
ド
政
権
は
、
一

八
三
五
年
に
公
用
語
と
し
て
ペ
ル
シ
ャ

語
の
代
わ
り
に
英
語
を
導
入
し
た
。
こ

の
地
域
の
多
言
語
的
状
況
は
、
一
九
四

七
年
に
英
領
イ
ン
ド
か
ら
の
分
離
独
立

に
よ
る
パ
キ
ス
タ
ン
の
誕
生
後
、
東
パ

キ
ス
タ
ン
時
代
に
更
に
変
わ
っ
た
。
な

ぜ
な
ら
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
の
多
く
は

イ
ン
ド
に
移
住
し
、
イ
ン
ド
か
ら
多
く

の
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
と
西
パ
キ
ス
タ
ン

か
ら
の
移
民
が
流
入
し
、
人
口
構
成
を

変
え
た
か
ら
で
あ
る
。

●
現
在
の
言
語
状
況 

ベ
ン
ガ
ル
語
話
者
は
、
人
口
（
一
億

六
〇
〇
〇
万
人
）
の
九
九
％
を
占
め
て

い
る
が
、
残
り
一
％
の
少
数
民
族
が
話

す
言
語
数
は
何
と
三
〇
も
あ
る
。
そ
の

三
〇
の
言
語
は
、
四
つ
の
異
な
る
語
族

に
属
す
る
（
参
考
文
献
②
）。
そ
の
四

つ
の
語
族
は
、
⑴
オ
ー
ス
ト
ロ
・
ア
ジ

ア
語
族
（
例
、
サ
ン
タ
ー
リ
ー
語
、
カ

ー
シ
語
）、
⑵
シ
ナ
・
チ
ベ
ッ
ト
語
族

（
例
、
ガ
ロ
語
、
コ
ク
ボ
ロ
ク
語
、
マ

ル
マ
語
）、
⑶
イ
ン
ド
・
ア
ー
リ
ア
語

族（
例
、
チ
ャ
ク
マ
語
、
ハ
ジ
ョ
ン
グ

語
、
ト
ン
チ
ョ
ン
ギ

ャ
語
、
ビ
ハ
ー
ル
語
）、

⑷
ド
ラ
ビ
ダ
語
族（
例
、

ク
ル
ッ
ク
語
）
で
あ
る
。

表
１
は
、
語
族
と
そ
れ

に
属
す
る
言
語
名
、
お

よ
び
そ
の
話
者
人
口
を

示
し
て
い
る
。
こ
こ
か

ら
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で

話
さ
れ
て
い
る
言
語
の

全
体
像
が
浮
か
び
上
が

る
。上

記
の
表
１
か
ら
も

明
ら
か
な
よ
う
に
、
単

一
言
語
主
義
を
超
え
た

一
定
程
度
の
多
言
語
状

況
が
今
の
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
に
存
在
し
て
い
る
。

何
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
保
た
れ
て
き

た
こ
の
多
言
語
状
況
は
、
新
し
い
均
質

な
国
家
と
し
て
、
一
九
七
一
年
に
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
、
終

焉
を
迎
え
た
。
今
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

は
、
ベ
ン
ガ
ル
語
話
者
の
国
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
⑴
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
地
域
ご
と

の
方
言
分
布
、
⑵
先
住
民
族
の
言
語
分

布
、
⑶
社
会
的
な
諸
局
面
に
お
け
る
外

国
語
使
用
の
傾
向
、
と
い
う
三
つ
の
場

面
を
視
野
に
い
れ
て
言
語
状
況
を
み
る

と
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
は
あ
る
程
度

の
多
言
語
状
況
が
存
在
し
て
い
る
こ
と

が
伺
え
る
。

●
場
面
一
：
ベ
ン
ガ
ル
語
と
そ
の

地
域
言
語
変
種
の
分
布

標
準
的
ベ
ン
ガ
ル
語
は
、
一
九
世
紀

に
英
領
イ
ン
ド
の
首
都
で
あ
っ
た
カ
ル

カ
ッ
タ
を
舞
台
と
し
て
、
当
時
の
知
識

的
権
威
者
（
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た

タ
ゴ
ー
ル
を
含
む
）
に
よ
っ
て
数
百
年

間
に
わ
た
っ
て
形
成
さ
れ
た
言
語
を
基

盤
に
標
準
化
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ

の
地
方
諸
言
語
変
種
が
、
今
な
お
存
在

し
て
い
る
。
イ
ン
ド
か
ら
分
離
独
立
後
、

ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
に
対
す
る
ベ
ン
ガ
ル
語

の
地
位
を
巡
っ
て
争
い
は
あ
っ
た
が
、

後
に
一
九
五
六
年
に
公
用
語
と
し
て
の

認
定
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、

パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
が

独
立
し
、
史
上
初
め
て
ベ
ン
ガ
ル
語
が

国
語
と
公
用
語
に
な
っ
た
。
ベ
ン
ガ
ル

語
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
唯
一
の
国

語
か
つ
公
用
語
と
な
っ
た
が
、
そ
の
標

準
的
な
ベ
ン
ガ
ル
語
以
外
に
も
、
様
々

な
方
言
が
存
在
し
て
い
る
。
先
に
も
述

べ
た
よ
う
に
一
八
世
紀
ま
で
続
い
た
ベ

ン
ガ
ル
語
の
形
成
期
間
中
に
、イ
ン
ド
・

ア
ー
リ
ア
系
言
語
（
ア
パ
ブ
ラ
ン
シ
ャ

語
）
に
、
オ
ー
ス
ト
ロ
・
ア
ジ
ア
系
と

チ
ベ
ッ
ト
・
ビ
ル
マ
系
、
そ
れ
に
ド
ラ

ビ
ダ
系
の
言
語
の
影
響
に
よ
っ
て
、
方

言
別
に
言
語
変
種
が
生
ま
れ
た
。   

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
文
化
調
査
（
参
考

文
献
⑤
）
に
よ
る
と
現
時
点
で
は
、
一

六
と
い
う
少
な
か
ら
ぬ
数
の
地
域
（
ボ

リ
シ
ャ
ル
、
ボ
グ
ラ
、
チ
ッ
タ
ゴ
ン
、

コ
ミ
ッ
ラ
、
ダ
ッ
カ
、
デ
ィ
ナ
ジ
プ
ー

ル
、
フ
ォ
リ
ド
プ
ー
ル
、
ジ
ョ
ソ
ー

ル
、
ク
ル
ナ
、
ク
シ
ュ
テ
ィ
ア
、
マ
イ

メ
ン
シ
ン
、
ノ
ア
カ
リ
、
パ
ブ
ナ
、
ラ

ジ
シ
ャ
ヒ
、
ロ
ン
グ
プ
ー
ル
と
シ
レ
ッ

ト
）
に
方
言
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
の

な
か
で
、
シ
レ
ッ
ト
と
チ
ッ
タ
ゴ
ン
地

方
の
方
言
は
標
準
語
か
ら
著
し
く
乖
離

し
て
い
る
。
一
六
地
域
の
方
言
の
な
か

で
、
特
に
チ
ッ
タ
ゴ
ン
方
言
は
、
他
の

地
域
の
人
々
に
と
っ
て
ほ
と
ん
ど
理
解

不
可
能
で
あ
る
。

こ
こ
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
ベ
ン

表 1　 バングラデシュで話されている各語族に属する
言語名とその割合［引用：Lewis (eds.) (2009)］

語族名 語派名 言語名 言語話者
の割合

インド・アーリア
語族

ベンガル語 ベンガル語とその方言 98.74%

その他のインド
諸言語

ウルドゥー語、ビハール語、
ロヒンギャ語

0.33%

先住民の言語 チャクマ語、トンチョンギャ語、
ハジョング語、ビシュヌプリー語

0.25%

シナ · チベット
語族

ボド諸言語 コッチ語、ガロ語、トリプラ（コク
ボロク）語、カチャリ語、ウスイ語

0.53%

ビルマ諸語 ボム語、キャング語、クーミ語、
クーキ語、ルシャイ語、パンクーア
語、アラカン（マルマ）語、チャク語、
メイテイ（モニプリ）語、ミキル語、
ムロ語

オーストロ・アジ
ア語族

カーシ語、コダ語、プナル語、サンター
リー語、ワル・ジャインティア語

0.12%

ドラビダ語族 クルック語、サウリア・パハリア語 0.03%

（出所）著者作成（参考文献⑥）。
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言語状況からみたバングラデシュの社会文化的構造

ガ
ル
語
の
多
く
の
方
言
が
存
在
し
て
お

り
、
公
式
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
手
段
と
し
て
の
標
準
ベ
ン
ガ
ル
語
の

使
用
と
、
日
常
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
手
段
と
し
て
の
方
言
ベ
ン
ガ
ル

語
の
使
用
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
で
は
あ
る
意
味
で
は
ダ
イ
グ

ロ
シ
ア
⑴
的
な
言
語
状
況
が
存
在
し
て

い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
更
に
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
の
各
地
方
か
ら
人
が
集
ま
る

ダ
ッ
カ
、
チ
ッ
タ
ゴ
ン
と
シ
レ
ッ
ト
の

よ
う
な
大
都
市
で
は
、
異
な
る
ベ
ン
ガ

ル
語
方
言
話
者
の
言
語
使
用
に
よ
る
ダ

イ
グ
ロ
シ
ア
的
な
言
語
状
況
も
み
ら
れ

る
。
地
域
か
ら
大
都
市
に
移
り
住
む

人
々
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
際

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
の
方
言
を
使
う

が
、
困
る
こ
と
な
く
お
互
い
に
会
話
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

ベ
ン
ガ
ル
人
が
話
す
こ
の
よ
う
な
地

方
方
言
以
外
に
も
、
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
起

源
の
先
住
民
に
よ
っ
て
話
さ
れ
る
特
定

の
言
語
、
即
ち
チ
ャ
ク
マ
語
、
ト
ン
チ

ョ
ン
ギ
ャ
語
、
ハ
ジ
ョ
ン
グ
語
、
ビ
シ

ュ
ヌ
プ
リ
ー
語
な
ど
が
あ
る
が
、
そ
れ

ら
は
何
れ
も
イ
ン
ド
・
ア
ー
リ
ア
語
族

に
属
す
る
も
の
で
、
ベ
ン
ガ
ル
語
の
方

言
に
近
い
。
こ
れ
ら
特
定
の
言
語
は
、

モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
起
源
の
少
数
民
族
が
か

つ
て
話
し
て
い
た
チ
ベ
ッ
ト
・
ビ
ル
マ

系
の
言
語
が
、
地
方
ベ
ン
ガ
ル
語
の
影

響
を
受
け
変
遷
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
言
語
は
、
先
祖
代
々
の
語
族
と

の
所
属
を
失
い
、
今
は
イ
ン
ド
・
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
語
族
家
族
（
参
考
文
献
⑥
）
の

イ
ン
ド
語
群
に
属
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

●
場
面
二
：
原
住
民
言
語
の
分
布

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
幾
つ
か
の
地
方

で
は
、
三
〇
を
超
え
る
先
住
民
の
言
語

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
居
住
し
て
お
り
、
そ

の
た
め
に
そ
の
地
域
で
は
多
言
語
主
義

的
な
状
況
が
存
在
す
る
（
参
考
文
献

⑦
）。
こ
れ
ら
の
地
域
に
は
、
チ
ッ
タ

ゴ
ン
丘
陵
地
帯
、
イ
ン
ド
に
隣
接
す
る

シ
レ
ッ
ト
と
マ
イ
メ
ン
シ
ン
の
一
部
の

地
区
や
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
隣
接
す
る
チ
ッ

タ
ゴ
ン
の
地
区
が
含
ま
れ
て
お
り
、
モ

ザ
イ
ク
模
様
の
よ
う
な
言
語
分
布
が
み

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
言
語
状
況
は
国

内
の
幾
つ
か
の
地
域
に
存
在
す
る
。
サ

ン
タ
ー
リ
ー
語
話
者
は
、
内
陸
の
ラ
ジ

シ
ャ
ヒ
と
デ
ィ
ナ
ジ
プ
ー
ル
地
区
に
集

中
し
、
ラ
カ
ー
イ
ン
（
モ
グ
）
語
話
者

は
ボ
ル
グ
ナ
と
ポ
ト
ゥ
ア
カ
リ
地
区
に

集
中
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
バ
イ
リ
ン

ガ
リ
ズ
ム
の
言
語
状
況
が
保
た
れ
て
い

る
。バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
居
住
す
る
少
数

民
族
の
言
語
話
者
の
地
域
別
分
布
以
下

の
と
お
り
で
あ
る
（
参
考
文
献
①
）。

⑴
チ
ッ
タ
ゴ
ン
丘
陵
地
帯
：
こ
の
地
域

は
イ
ン
ド
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
の
国
境
沿

い
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
東
南
地
区
で
あ

る
。
そ
の
人
口
は
約
一
五
〇
万
人
で
、

そ
の
約
五
〇
％
を
占
め
る
の
は
、
マ
ル

マ
、
ト
リ
プ
ラ
（
コ
ク
ボ
ロ
ク
）、
チ

ャ
ク
、
パ
ン
ク
ー
ワ
、
ム
ル
、
ム
ル
ン

グ
、
ボ
ム
、
ル
シ
ャ
イ
、
キ
ャ
ン
グ
と

ク
ー
ミ
と
い
っ
た
チ
ベ
ッ
ト
・
ビ
ル
マ

系
言
語
話
者
と
、
チ
ャ
ク
マ
と
ト
ン
チ

ョ
ン
ギ
ャ
語
と
い
っ
た
イ
ン
ド
・
ア
ー

リ
ア
系
言
語
話
者
で
あ
る
。
残
り
の
約

五
〇
％
の
住
民
は
ベ
ン
ガ
ル
人
の
ベ
ン

ガ
ル
語
話
者
で
あ
る
。
こ
の
地
域
で
は
、

チ
ベ
ッ
ト
・
ビ
ル
マ
系
の
先
住
民
の
殆

ど
は
、
第
二
言
語
と
し
て
ベ
ン
ガ
ル
語

を
身
に
つ
け
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
に
な
り
、

そ
の
人
数
は
増
え
つ
つ
あ
る
（
参
考
文

献
③
）。

⑵
イ
ン
ド
国
境
沿
い
の
シ
レ
ッ
ト
の
地

域
：
イ
ン
ド
の
国
境
沿
い
に
接
す
る
シ

レ
ッ
ト
の
地
区
の
一
部
で
は
、
多
言
語

状
況
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
地
域
で

は
、カ
ー
シ
、ビ
シ
ュ
ヌ
プ
リ
ヤ
、ガ
ロ
、

ハ
ジ
ョ
ン
グ
、メ
イ
テ
イ
（
モ
ニ
プ
リ
）、

プ
ナ
ル
、
ワ
ル
・
ジ
ャ
イ
ン
テ
ィ
ア
と

サ
ド
リ
・
オ
ラ
ー
オ
ン
と
い
っ
た
少
数

民
族
が
三
カ
所
に
集
中
し
て
い
て
多
言

語
状
況
を
保
っ
て
い
る
。

⑶
イ
ン
ド
国
境
沿
い
の
マ
イ
メ
ン
シ
ン

地
区
：
イ
ン
ド
の
メ
ガ
ラ
ヤ
州
に
接
す

る
マ
イ
メ
ン
シ
ン
地
域
の
幾
つ
か
の
地

区
で
は
、
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
状
況
が
存
在

し
て
い
る
。
そ
の
地
区
で
は
、
ア
ー
ト

ン
グ
（
ボ
ー
ド
ー
）、
ガ
ロ
、
コ
ッ
チ
、

メ
ガ
ム
（
ボ
ー
ド
ー
）、
ハ
ジ
ョ
ン
グ

と
い
っ
た
少
数
民
族
が
集
中
し
、
バ
イ

リ
ン
ガ
ル
状
況
が
保
た
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
マ
イ
メ
ン
シ
ン
の
内
部
地
域
の

何
カ
所
か
に
も
ガ
ロ
少
数
民
族
（
総
称

は
平
地
ガ
ロ
）
が
居
住
し
て
い
る
。

⑷
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
境
沿
い
の
チ
ッ
タ
ゴ

ン
地
域
：
そ
の
一
部
の
地
域
で
は
、
マ

ル
マ
、
ラ
カ
ー
ヤ
ン
、
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
な

ど
の
言
語
話
者
が
多
く
居
住
し
て
い
て

多
言
語
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

⑸
ラ
ジ
シ
ャ
ヒ
と
デ
ィ
ナ
ジ
プ
ー
ル
地

域
：
ラ
ジ
シ
ャ
ヒ
と
デ
ィ
ナ
ジ
プ
ー
ル

と
い
う
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
内
陸
地
域
で

は
、
サ
ン
タ
ー
リ
ー
（
オ
ー
ス
ト
ロ
・

ア
ジ
ア
系
言
語
）
と
ク
ル
ク
ス
（
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
で
話
さ
れ
る
唯
一
の
ド
ラ

ビ
ダ
系
言
語
）
の
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
住
居
し
て
お
り
、
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
言

語
状
況
が
保
た
れ
て
い
る
。
先
住
民
族

の
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
間
で
は
お
互

い
の
言
語
が
通
じ
な
い
た
め
、
彼
ら
は

リ
ン
ガ
・
フ
ラ
ン
カ
と
な
る
ベ
ン
ガ
ル

語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
合

う
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
そ
れ
ゆ
え
、

第
二
言
語
と
な
る
ベ
ン
ガ
ル
語
を
自
然

に
習
得
す
る
こ
と
で
、
程
度
が
異
な
る

も
の
の
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
に
な
り
つ
つ
あ
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る
。
こ
こ
で
言
及
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、

こ
れ
ら
の
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
昔

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
や
仏
教
に
改
宗
し
た
。

そ
の
結
果
、
彼
ら
の
言
語
は
、
何
世
紀

に
も
わ
た
っ
て
イ
ン
ド
宗
教
の
説
教
言

語
、
す
な
わ
ち
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
や

パ
ー
リ
語
と
定
期
的
に
接
触
し
て
き
た
。

ま
た
、
彼
ら
に
と
っ
て
リ
ン
ガ
・
フ
ラ

ン
カ
と
な
る
ベ
ン
ガ
ル
語
と
も
現
在
接

触
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
イ
ン

ド
・
ア
ー
リ
ア
語
の
継
続
的
な
影
響
を

受
け
、
受
容
言
語
の
い
く
つ
か
、
例
え

ば
チ
ャ
ク
マ
語
と
ハ
ジ
ョ
ン
グ
語
で
は
、

言
語
構
造
の
全
て
の
レ
ベ
ル
（
音
韻
、

形
態
、
統
語
言
語
）
に
お
い
て
影
響
を

受
け
た
結
果
、祖
先
語
族
で
あ
る
シ
ナ
・

チ
ベ
ッ
ト
語
族
へ
の
帰
属
が
失
わ
れ
た

（
参
考
文
献
⑥
）。

●
場
面
三
：
様
々
な
社
会
的
環
境

（
宗
教
と
教
育
）
で
の
多
国
語
の

使
用
の
動
向

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
人
々
は
一
般
的

に
、
標
準
的
な
ベ
ン
ガ
ル
語
と
そ
の
地

域
別
方
言
の
ど
れ
か
を
使
用
し
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
教
育
、
宗
教
、

あ
る
い
は
公
式
的
場
面
と
い
っ
た
社
会

的
環
境
で
、
必
要
に
応
じ
て
母
語
以
外

の
言
語
を
使
用
す
る
場
合
が
あ
る
。
例

え
ば
教
育
目
的
で
英
語
や
ウ
ル
ド
ゥ
ー

語
／
ア
ラ
ビ
ア
語
を
使
用
し
、
宗
教
的

な
目
的
で
ア
ラ
ビ
ア
語
、
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
語
や
パ
ー
リ
語
の
言
語
の
い
ず
れ

か
を
使
用
す
る
。
こ
う
し
た
様
々
な
社

会
的
な
場
面
で
第
二
言
語
と
し
て
こ
れ

ら
の
言
語
の
い
ず
れ
か
を
使
用
す
る
が
、

言
語
能
力
の
レ
ベ
ル
は
異
な
る
。

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
殆
ど
の
人
々
は
、

教
育
の
場
面
で
は
一
般
的
に
ベ
ン
ガ
ル

語
を
使
う
が
、
な
か
に
は
英
語
か
ウ
ル

ド
ゥ
ー
語
／
ア
ラ
ビ
ア
語
の
よ
う
な
外

国
語
を
媒
介
し
て
教
育
を
受
け
る
人
も

僅
か
に
存
在
す
る
。
エ
リ
ー
ト
社
会
の

人
々
は
、
英
語
を
媒
介
し
て
西
洋
の
教

育
を
受
け
る
こ
と
を
好
む
。
一
方
で
は
、

マ
ド
ラ
サ
⑵
と
呼
ば
れ
る
イ
ス
ラ
ー
ム

教
徒
教
育
機
関
が
存
在
し
、
ウ
ル
ド
ゥ

ー
語
と
ア
ラ
ビ
ア
語
の
混
合
媒
介
を
通

じ
て
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
価
値
観
に
基
づ

く
教
育
を
受
け
る
人
々
も
い
る
。
こ
の

よ
う
に
外
国
語
を
媒
体
と
し
て
特
別
な

教
育
を
受
け
た
人
々
は
、
公
的
な
社
会

的
場
面
で
は
母
国
語
の
ベ
ン
ガ
ル
語
を

使
用
す
る
が
、
教
育
の
場
で
は
英
語
か

ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
と
ア
ラ
ビ
ア
語
を
使
用

す
る
。
英
語
や
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
／
ア
ラ

ビ
ア
語
を
媒
介
し
て
教
育
を
受
け
た

人
々
の
う
ち
、
一
部
は
そ
れ
ら
の
言
語

に
つ
い
て
一
定
程
度
の
能
力
を
身
に
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
に
、

こ
れ
ら
の
人
々
は
、
多
く
の
場
合
、
教

育
の
場
で
も
、
時
に
英
語
か
ウ
ル
ド
ゥ

ー
語
／
ア
ラ
ビ
ア
語
を
使

い
、
ま
た
時
に
話
の
内
容

に
よ
っ
て
は
ベ
ン
ガ
ル
語

に
切
り
替
え
る
。
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
の
人
々
の
様
々

な
教
育
現
場
で
の
使
用
言

語
は
、
以
下
の
表
２
で
示

す
。宗

教
的
な
場
面
で
は
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
人
々

は
、
彼
ら
の
宗
教
的
儀
式

や
作
法
の
た
め
に
ア
ラ
ビ

ア
語
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

語
、
パ
ー
リ
語
の
三
言
語

の
い
ず
れ
か
を
使
用
し
て

い
る
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

の
人
口
の
ほ
と
ん
ど
が
イ

ス
ラ
ー
ム
教
徒
で
あ
る
た

め
、
宗
教
的
な
場
面
で
儀

式
や
作
法
の
言
語
と
し
て

ア
ラ
ビ
ア
語
は
広
く
使
わ

れ
て
い
る
。

英
語
を
媒
介
し
て
教
育
を
受
け
た
一

部
の
人
々
に
は
、
英
語
を
か
な
り
自
由

に
扱
う
こ
と
が
で
き
る
者
も
い
る
。
彼

ら
の
う
ち
一
部
は
、
彼
ら
な
り
の
サ
ブ

カ
ル
チ
ャ
ー
を
育
み
、
教
育
的
且
つ
公

式
的
な
場
面
で
は
、
口
頭
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
合
、
ベ
ン
ガ
ル
語

で
は
な
く
英
語
を
使
用
す
る
。

●
結
論 

以
上
、
本
稿
で
は
前
記
三
つ
の
言
語

状
況
的
場
面
、
⑴
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の

地
域
ご
と
の
方
言
分
布
、
⑵
先
住
民
族

の
言
語
分
布
、
⑶
社
会
的
な
状
況
ご
と

の
外
国
語
使
用
の
傾
向
を
議
論
す
る
こ

と
で
、
言
語
と
い
う
レ
ン
ズ
を
通
じ
て

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
社
会
文
化
的
な
構

造
を
解
明
し
た
。

表 2　教育の場における言語使用

教育の種類 教育の性質 媒介語 人々の社会的階層

01. 上流階級の
人々の教育

質の高い教育と
考えられる

GCE1 
シラバス

英語 社会経済的な地位を有するエリー
トおよびエリート社会の人々

NCTB2 
シラバス

英語と
ベンガル語

バングラデシュの様々な都市に住
む中流階級の人々

02. 宗教教育 イスラーム教育 コウミ・
マドラサ

ウルドゥー語
とアラビア語

イスラーム教の基本的な価値を持
つイスラーム教徒の一部

アリア・
マドラサ

ベンガル語と
アラビア語

主流的教育への傾倒はあるが、イ
スラーム的価値も維持するイス
ラーム教徒の一部

ヒンドゥー
宗教教育

サンスクリット
語

宗教的な儀式や儀式のためのサン
スクリット語を必要とする、少数
のヒンドゥー教司祭

仏教教育 パーリ語 ベンガル人と先住民族の両方を含
む少数の仏教徒司祭

03. 一般庶民向け
の教育

ナショナルカリキュラムと教科
書委員会に基づく教育（NCTB）

ベンガル語 ほぼ全農村人口と都市人口の下流
階級の人々

（注） 1）General Certifi cate of Education.
2）National Curriculum and Textbook Board（ナショナルカリキュラムと教科書委員会）．

（出所）表 1と同じ。
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言語状況からみたバングラデシュの社会文化的構造

（Razaul K
arim

 Faquire

／
ダ
ッ
カ

大
学
教
授
）

《
注
》

⑴
ダ
イ
グ
ロ
シ
ア
（
英
：diglossia

）

と
は
、
文
語
と
口
語
に
よ
っ
て
文
末

表
現
が
違
う
言
語
変
種
の
こ
と
で
、

日
本
語
で
は
丁
寧
形
（
英
語
を
話
し

ま
す
。）
に
対
し
て
普
通
系
（
日
本

語
を
話
す
）
の
よ
う
な
区
別
に
相
当

す
る
も
の
で
あ
る
。

⑵
現
在
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
マ
ド
ラ

サ
は
二
種
類
に
大
別
で
き
る
。
ひ

と
つ
は
、
教
育
省
の
マ
ド
ラ
サ
教

育
委
員
会
（M

adrasa Education 
Board

）
の
管
轄
下
に
あ
り
、
宗
教

教
育
と
共
に
初
等
・
中
等
レ
ベ
ル
ま

で
は
普
通
教
育
も
行
う
ア
リ
ア
・
マ

ド
ラ
サ
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、

政
府
の
管
理
を
受
け
ず
、
独
立
的
に

運
営
さ
れ
、
教
育
内
容
も
普
通
教
育

は
英
語
と
数
学
が
初
等
レ
ベ
ル
の
三

年
ほ
ど
教
え
ら
れ
る
以
外
は
、
ほ
と

ん
ど
が
ア
ラ
ビ
ア
語
、
ウ
ル
ド
ゥ

ー
語
、
ペ
ル
シ
ャ
語
の
テ
キ
ス
ト

を
用
い
た
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
を
施

す
コ
ウ
ミ
・
マ
ド
ラ
サ
（Q

uaw
m
i 

M
adrasa

）
あ
る
い
は
カ
リ
ジ
・
マ

ド
ラ
サ
（K

harezi M
adrasa

）
と

よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
コ
ウ

ミ
・
マ
ド
ラ
サ
は
、
政
府
の
管
轄
外

に
あ
り
、
内
部
に
お
け
る
具
体
的
な

教
授
内
容
に
つ
い
て
も
不
明
な
点
が

多
い
。
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